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産
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員
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ご
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～若宮、羽尾、須坂、上徳間、内川、千本柳財産区について～ 

財産区は、市町村と同様に地方公共団体の一つです。したがって、その運営は財産区議

会の議決に基づき、民主的に行われています。 
当財産区は、若宮、羽尾、須坂、上徳間、内川、千本柳の６地区で構成され、冠着山の

北斜面約３６０ヘクタールが財産区有林です。 

 計画的に搬出間伐を行うとともに、より高品質な木材を生産するため、積極的に財産区

有林内の下刈り、幼齢木の保護を行っております。 

▲長野森林組合の職員による伐倒写真 

若宮、羽尾、須坂、上徳間、内川、千本柳財産区議会広報誌 

財 産 区 だ よ り 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
一
日
に
、
財
産
区
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
た
な
議
員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
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▼管理者市長を囲んで集合写真 
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退
任
議
長
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

塚
田 

茂
雄 

私
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
か
ら
二
期
八
年
、
財

産
区
議
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

一
期
目
に
お
い
て
は
、
諸
先
輩
議
員
の
皆
様
か
ら
、 

木
の
切
り
方
や
、
歴
史
あ
る
財
産
区
有
林
の
あ
る
冠
着

山
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
わ
り
、
大
変
有
意
義
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

二
期
目
に
お
い
て
は
、
議
長
と
い
う
こ
と
で
、
副
議

長
を
は
じ
め
、
議
員
の
皆
様
、
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
何
と
か

大
役
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
今
後
も
財
産
区
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

新
任
議
長
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

夏
目 

嘉
彦 

日
頃
か
ら
皆
様
に
は
、
財
産
区
活
動
に
つ
き
ま
し
て

ご
理
解
ご
支
援
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
「
任
期
四
年
」
を
副
議
長
・
議
員
、
そ
し
て
事

務
局
の
皆
様
と
共
に
、
財
産
区
有
林
を
守
り
つ
つ
撫
育

作
業
・
各
団
体
行
事
等
に
協
力
を
し
て
参
り
ま
す
。 

私
も
一
期
目
四
か
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
前
塚
田
議
長
を
は
じ
め
議
員
の

皆
様
と
様
々
な
思
い
出
に
残
る
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
、
新
議
員
さ
ん
方
と
も
区
有
林
の
境

界
確
認
、
作
業
等
を
教
え
合
い
意
見
等
取
り
入
れ
な
が

ら
、
安
全
を
第
一
に
考
え
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

最
後
に
、
山
は
厳
し
い
顔
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
身
近
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
、
ぜ
ひ

皆
様
方
に
も
享
受
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
新
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

区
議
会
議
員
の
主
な
活
動
に
つ
い
て 

 〇
財
産
区
有
林
撫
育
作
業 

毎
年
四
月
か
ら
十
一
月
の
間
、

月
二
日
程
度
、
冠
着
山
財
産
区

有
林
内
の
下
草
刈
り
等
の
整
備

活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

過
去
に
植
栽
し
た
カ
ラ
マ
ツ
が

元
気
に
育
つ
よ
う
に
、
下
草
刈
り

や
シ
カ
に
よ
る
樹
皮
へ
の
損
傷
を

防
ぐ
た
め
の
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置

等
、
議
員
の
皆
さ
ん
も
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

〇
財
産
区
議
会
の
開
催 毎

年
二
回
、
財
産
区
議
会
定

例
会
を
開
催
し
、
財
産
区
の
事
業

計
画
や
予
算
・
決
算
の
審
議
、
そ

の
他
財
産
区
有
林
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
必
要
な

案
件
に
つ
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。 

今
年
の
一
月
に
議
会
が
開
催

さ
れ
、
正
副
議
長
の
選
出
や
来
年

度
予
算
案
等
の
審
議
を
行
い
、
議

決
さ
れ
ま
し
た
。 

    

 

 

 〇
視
察
研
修 

二
年
に
一
度
、
財
産
区
の

効
果
的
な
運
営
・
管
理
推
進

の
た
め
に
、
森
林
整
備
や
林

業
の
先
進
地
に
赴
き
、
今
後

の
森
林
経
営
管
理
の
在
り
方

を
学
び
ま
す
。 

 

令
和
五
年
十
月
に
は
、
㈱

キ
ー
テ
ッ
ク
山
梨
工
場
（ 

山

梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
）
、 

 
 

恩
賜
林
組
合
（ 

山
梨
県
富

士
吉
田
市
）
を
訪
問
し
、
知
見
を
深
め
ま
し
た
。 

 〇
坊
城
平
間
伐
作
業 

令
和
四
年
度
か
ら
五
年
度
に
か
け
て
、
坊
城
平

の
財
産
区
有
林
に
て
間
伐
が
行
わ
れ
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
等
、
八
百
十
一
㎡
ほ
ど
の
搬
出
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 
 

作
業
は
登
山
者
に
配
慮
し
、
涼
し
い
時
期
は
霜

や
路
面
凍
結
に
注
意
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
後
も
森
林
の
林
齢
に
見
合
っ
た
森
林
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 
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